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後期基本計画体系図
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ともに手を携えて誇りを持てる
誰もがしあわせを実感できる

暮らしを支える
快適なまちづくり
［都市基盤の整備］

住みやすい環境と
安全なまちづくり
［暮らしやすい環境の整備］

にぎわい豊かな
暮らしを創出する
まちづくり
［産業経済の振興］

＜各施策別ペ　

＜市民協働＞　＜シティ　
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まちづくり
独立都市　さんむ

だれもが生きがいを
持って安心して
暮らせるまちづくり
［保健・福祉・医療の充実］

生涯を通じて人と人とが
ふれあい共に学びあえる
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［教育・文化の振興］

市民と行政が協働して
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［コミュニティ推進
 と行財政の効率化］

　ージに記載＞ 

　セールス＞　＜復旧・復興＞ 
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基本計画の見方

前期計画期間の施策の成果指標推移

市道整備状況の満足度 62.3％成果
（66.0％）

前期基本計画の取組結果

後期基本計画の課題と方向性

市民の市道整備状況に対する満足度を見る指標で
す。市民アンケートで、幹線道路及び生活道路の整備
状況について「満足」「どちらかといえば満足」「ふつ
う」と回答した市民の割合です。

「市道整備状況の満足度」は、基準年度の62.1％に対
して、平成20年度から平成22年度にかけては、70%近
くまで向上しましたが、平成23年度には指標が低下し
ている状況です。前期目標値は、基準年度と同じレベル
を維持することとしています。このことから、本施策に
ついては、前期基本計画の目標を達成していると考え
られます。
また、前期計画期間では、幹線道路及び生活道路の整
備の進捗並びに道路パトロール事業の実施などによる
維持補修を強化してきましたが、限られた予算下で市
民全員の要望に応えることは難しく、安全性の確保を
最優先としており、利便性向上に関する改修のすべて
に対応できない点もありました。

● 合併した旧4町村の道路の整備状況に格差があるため、地域間のバランスの取れた整備を行います。
● 経年による道路の老朽化が進み、今後、道路の維持補修経費の増大が見込まれるため、計画的効率的な維
持管理を行っていきます。

● 高齢化社会により歩行者、自動車運転者ともに安全に通行できる道路整備が必要であると考えます。
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市道整備状況の満足度（％）

基準年度 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23

（%）

政策1　暮らしを支える快適なまちづくり（都市基盤の整備）

62.1 65.3 69.7
62.3

1-1 道路網の整備・充実
施策の目指す姿

道路が整備されることで、安全な日常生活が実現し、利便性が向上します。

施策の成果指標

指標名 現状値 説　明
後期

めざそう値
指標
区分
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道路の整備状況に格差があるため、地域間のバランス
老朽化が進み、今後、道路の維持補修経費の増大が見込
ます。
行者、自動車運転者ともに安全に通行できる道路整備

、平成23年度には指標が低下し
目標値は、基準年度と同じレベル
います。このことから、本施策に
画の目標を達成していると考え

では、幹線道路及び生活道路の整
トロール事業の実施などによる
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幹線道路の整備と
維持管理

目指す姿

基本事業の構成

広域幹線道路に接続する
幹線道路が整備・維持管理
され、安全性・利便性が確
保されます。

�

生活道路の整備と
維持管理

生活道路が整備・維持管理
され、安全性・利便性が確
保されます。

59.0％成果� （61.0％）

65.5％成果
（71.0％）

幹線道路の整備状況に対す
る満足度

95.4％成果 96.0％幹線道路の改良延長割合

生活道路の整備状況に対す
る満足度

用語解説
広域幹線道路 ： 国道・県道・広域農道です。
幹  線  道  路 ： 主要な市道（1・2級）です。
生  活  道  路 ： 広域幹線道路・幹線道路以外の市道です。

基本事業名 目指す姿 指標名 現状値
後期

めざそう値
指標
区分
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